
 

 

 

先
日
、
新
春
の

つ
ど
い
＆
郵
政

労
契
法
２
０
条

報
告
集
会
が
行

わ
れ
た
日
に
、
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私
事
で
は
あ
る
が
、
小
学
校

６
年
時
の
ク
ラ
ス
会
が
久
し

ぶ
り
に
行
わ
れ
、
参
加
し
た
。 

▼
小
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら

４
７
年
ぐ
ら
い
経
ち
、
こ
の

間
、
５
０
才
に
な
っ
た
時
に

は
、
半
世
紀
生
き
た
会
と
い

う
名
目
で
、
ク
ラ
ス
会
を
行

っ
て
か
ら
数
年
に
一
度
行
っ

て
き
た
。
担
任
で
あ
っ
た
先

生
も
元
気
に
参
加
さ
れ
て
い

た
が
、
今
回
は
地
方
か
ら
来

る
た
め
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
参

加
を
見
合
せ
ら
れ
た
▼
今
回

の
参
加
人
数
も
、
仕
事
の
人

や
コ
ロ
ナ
感
染
を
避
け
る
人

達
も
い
て
、
１
０
人
ぐ
ら
い

で
飲
食
・
昔
話
・
現
況
報
告

な
ど
を
し
な
が
ら
、
数
件
は

し
ご
を
し
て
楽
し
ん
だ
▼
こ

の
秋
に
も
ま
た
行
う
予
定

で
、
そ
の
時
に
は
６
年
２
組

還
暦
会
と
い
う
名
目
で
、
楽

し
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
思
い
は
大
き
く
な
る
ば

か
り
だ
。
楽
し
み
だ
。 

(

旭) 

 

 

郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン

東
京
地
本
は
関
東
地
本
と
共
催

し
、
１
月
９
日
に
と
し
ま
区
民

セ
ン
タ
ー
で
新
春
の
つ
ど
い
＆

郵
政
労
契
法
２
０
条
報
告
集
会

を
開
催
し
、
４
０
名
の
組
合
員

が
参
加
し
ま
し
た
。
主
催
者
と

し
て
東
京
地
本
田
中
委
員
長
が

年
末
年
始
に
か
け
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
が
急
拡
大
し
て
い
る
状
況
で

感
染
予
防
を
徹
底
し
開
催
す
る

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

続
い
て
中
央
本
部
日
巻
委
員

長
が
あ
い
さ
つ
し
、
日
本
郵
政

グ
ル
ー
プ
は
、
最
高
裁
判
決
に

背
を
向
け
る
形
で
正
社
員
の
待

遇
を
引
き
下
げ
、「
格
差
是
正
」

を
お
こ
な
お
う
と
し
て
お
り
、

積
極
的
に
Ｊ
Ｐ
労
組
が
加
担
し

て
い
る
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

来
賓
と
し
て
東
京
地
評
の
荻

原
議
長
、
東
京
全
労
協
大
森
議

長
、
新
た
に
就
任
し
た
本
木
事

務
局
長
が
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し

た
。 

 
続
い
て
東
京
法
律
事
務
所
の

平
井
弁
護
士
に
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
、
郵
政
の
職
場
で
は
１

９
万
人
が
非
正
規
社
員
と
し
て

正
社
員
と
全
く
同
じ
仕
事
内
容

で
働
い
て
い
る
。
少
数
組
合
が

非
正
規
の
仲
間
を
支
え
て
労
契

法
２
０
条
裁
判
を
起
こ
し
た
意

義
は
大
き
い
と
話
さ
れ
ま
し

た
。 

 

続
い
て
最
高
裁
で
勝
利
判
決

を
勝
ち
取
っ
た
宇
田
川
原
告
が

あ
い
さ
つ
し
正
社
員
と
非
正
規

社
員
の
組
合
員
が
団
結
し
て
勝

利
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
発

言
、
集
団
訴
訟
の
原
告
の
紹
介

で
は
第
一
次
訴
訟
の
原
告
の
奮

闘
が
あ
っ
た
か
ら
自
分
た
ち
も

立
ち
上
が
っ
た
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。 

 

続
い
て
新
入
組
合
員
の
紹
介

と
２
０
１
９
年
度
大
会
以
降
、

２
年
間
で
の
組
織
拡
大
数
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

閉
会
の
あ
い
さ
つ
は
関
東
地

本
の
落
合
書
記
長
、
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
を
千
葉
執
行
委
員
が
行

い
新
春
の
つ
ど
い
を
終
了
し
ま

し
た
。 

 

 

 

第２回支部長 

（支部代表者）会議 ＆ 

春の学習会のお知らせ 

２月２４日（木）１０時３０分開始 

 東部区民事務所（JR 大塚駅下車） 

 

支部長会議 

議題：２２春闘の取り組みについて 

   組織強化・拡大について 

学習会「コロナ禍で厳しい労働環境

の中での組織拡大について」 

  講師：青山 光さん 

 （東京地方医療労組連絡会書記長） 

 

 

 

 

 

 

写真上：集団訴訟原告 下左：平井弁護士 下右：最後に団結ガンバロー 



  
  

 

 

１
月
２
２
日
に
山
口
正
子
さ

ん
（
元
逓
信
病
院
看
護
士
）
を

講
師
に
迎
え
、
女
性
部
の
リ
モ

カ
フ
ェ
・
ゆ
う
ゆ
う
で
学
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

始
め
に
日
巻
委
員
長
か
ら
本

部
が
会
社
に
提
出
し
た
「
労
働

契
約
法
２
０
条
最
高
裁
判
決
を

踏
ま
え
た
労
働
条
件
の
見
直
し

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
に

対
す
る
要
求
書
」
に
つ
い
て
の

説
明
を
聞
き
、
①
ア
ソ
シ
エ
イ

ト
社
員
に
転
換
し
な
い
社
員
の

雇
止
め
問
題
に
つ
い
て
②
病
気

休
暇
の
改
悪
に
つ
い
て
ー
生
理

休
暇
の
無
給
化
③
夏
期
・
冬
期

休
暇
の
見
直
し
④
祝
日
給
の
見

直
し
の
４
点
に
つ
い
て
の
問
題

点
を
学
び
ま
し
た
。 

 

山
口
さ
ん
は
「
女
性
の
生
理

に
つ
い
て
ー
医
学
的
な
見
地
か

ら
女
性
の
体
へ
の
影
響
」
の
テ

ー
マ
で
、
資
料
と
ス
ラ
イ
ド
を

用
い
て
基
礎
知
識
や
ホ
ル
モ
ン

状
態
に
よ
る
体
と
コ
コ
ロ
の
変

化
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
も

生
理
休
暇
の
取
得
率
が
た
っ
た

０.

９
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る

事
、
全
労
連
の
調
査
で
は
取
得

出
来
な
い
理
由
と
し
て
「
人
手

不
足
」
「
取
り
に
く
い
雰
囲
気

が
あ
る
」
「
仕
事
上
不
利
に
な

る
」
等
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
ま
た
生
理
中
は
倦
怠

感
や
集
中
力
の
低
下
が
あ
り
、

仕
事
の
能
率
も
下
が
る
た
め
、

生
理
休
暇
の
必
要
性
は
明
ら

か
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

リ
モ
ー
ト
参
加
も
含
め
て

２
０
名
程
の
参
加
者
は
、
山
口

さ
ん
へ
の
質
問
と
自
分
の
体

験
や
辛
い
状
況
を
出
し
合
い
、

正
に
生
理
休
暇
の
必
要
性
を

共
有
し
ま
し
た
。
山
口
さ
ん
か

ら
は
「
ま
ず
辛
い
人
が
声
を
上

げ
、
辛
く
な
い
人
た
ち
や
周
り

の
理
解
を
得
て
い
く
事
か
ら
始

め
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
」
と
の

提
案
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

会
社
の
生
理
休
暇
を
無
給
に

す
る
と
い
う
病
気
休
暇
の
改
悪

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
子
育

て
支
援
に
も
逆
行
す
る
こ
と
で

許
す
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
男
性

と
同
じ
よ
う
に
働
か
な
い
と
ダ

メ
と
言
う
意
識
を
変
え
て
行
く

た
め
に
も
、
声
を
上
げ
て
い
く

事
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

   

（２） 

２０２２年 1２月 １日（火） 

年  月 日（ ） 第  号 

    

 

当
面
の
行
動
日
程 

２
月
４
（
金
）・
５
日
（
土
） 

 
 

第
１
０
回
中
央
委
員
会 

 
 

５
（
土
）・
６
日
（
日
） 

 
 

全
国
書
記
長
会
議 

 

１
０
日
（
木
） 

 

 
 

第
６
回
地
本
執
行
委
員
会 

 

１
７
日
（
木
） 

 

 
 

２
０
条
集
団
訴
訟 

裁
判 

 

 
 
 

１
６
時 

地
裁
５
１
０ 

 

１
８
日
（
金
） 

 
 

東
京
総
行
動 

 

１
９
日
（
土
） 

 
 

総
が
か
り
行
動 

 

２
４
日
（
木
） 

 

 
 

第
２
回
支
部
長
会
議 

 
 

２
０
条
追
加
訴
訟
裁
判 

 
 
 

１
１
時 

地
裁
７
０
９ 

３
月
４
日
（
金
） 

 
 

地
本
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
・ 

 
 

非
正
規
署
名
提
出
・ 

 
 

本
社
前
集
会
・
院
内
集
会 

 

 職場でコロナ感染者が出ると、                    

      「パニック状態」 
  

 コロナ感染が局内でも広がっています。非正規社員の A 君は午

前中普通に仕事をしていたのに、午後になって身体がだるいので

体温を測ると高熱と分かり帰りました。そのまま病院へいき検査

を行ったところコロナに感染していることが分かり、休むことに

なりました。同じ部署で勤務していた数人も高熱を発し、休むこ

とになりました。濃厚接触者の場合１０日間の自宅待機が必要に

なることから、休まざるをえません。少ない人数で業務を行なっ

ている上に更に休まざるをえなく人が出たことで、職場はパニッ

ク状態。「この分担は誰にやってもらうか」「この人の非番を超勤

でやってもらうしかない」・・・まさに喧噪状態です。 

 今回の例を見ても、必要な人員が補充されていないことによる

問題点が浮き彫りになりました。加えて、人間の能力を超えるよ

うな業務運行（速達の日勤廃止等）をしてきたことも問題です。

業務量に応じた必要な人員を配置していればある程度の無理はで

きても、その無理ができない状態になっているのです。 

 また、非正規職員がコロナに感染した場合に有給の病気休暇で

ないことの問題です。誰が感染してもおかしくないのが新型コロ

ナウイルス。同じ人間に差別や格差があってはなりませんし、格

差是正も下に合わせる「均等待遇」ではなく全体を底上げする均

等待遇こそ本来の「均等待遇」です。 

 

 

ね
ば
り
強
く
戦
い
続
け
る
明
治
乳

業
争
議
団
の
あ
い
さ
つ
・
東
京
地
評

新
春
旗
び
ら
き
（
１
月
６
日
） 

全労協・東京全労協団結旗開き・学習会、あいさつ

する渡邉全労協議長。正面右に座るのは小畑全労連

議長（１月２１日） 

女
性
部
新
春
学
習
会
「働
く
女
性
と
生
理
」

休
」暇
」 

 

 
リモートでの参加者 


